
東北支部

　[件　　名]　 

ヘリ物輸中に，合図者が約２０ｍ谷側へ滑落

　[作業内容]　

仮設ステージ組立に伴う，ヘリ物輸作業

　[経　　緯]

被災者は，作業責任者他６名とともに№46～№49のモノレール基地に到着し，№48に

向け出発した。

被災者は，作業責任者他６名とともに№48に到着し，TBM－KYR-FBを実施した。

作業責任者他６名と被災者でヘリ物輸前の飛散物の確認を行ってから，ステージ組立

作業を開始した。

ヘリ物輸に関する連絡を受け，ステージ組立作業を中断し，受入体制を構築した。

災害発生　※被災者は，ヘリ物輸時は合図者として従事していた。

今宿ヘリポートの職員から安全管理責任者に災害発生を連絡した。

安全管理責任者から現場代理人に災害発生を連絡した。

安全管理責任者は消防署へ１１９番通報し、防災ヘリの出動を要請した。

安全管理責任者から電力会社へ災害発生を連絡した。

防災ヘリが現地に到着し，被災者の救助を開始した。

被災者の救助が完了した。また，安全管理責任者は警察へ１１０番通報した。

防災ヘリが飛行場外離着陸場臨時ヘリポートに到着。待機中のドクターヘリに被災者を

乗せ換え，医師による診察を開始した。

ドクターヘリが臨時ヘリポートから東北大学病院に向け離陸した。

被災者が東北大学病院に到着した。

診察終了。被災者は、入院（手術不要）した。

工事所員２名および警察署員２名が№48に到着。警察署による現地検証を開始した。

警察署による現地検証が終了した。

　[被災程度]　    　

腰椎横突起骨折、肋骨骨折

　[服装・装備]　　  

安全帽,防寒服(上:防寒着･下:カッパ),防寒手袋(ゴム手袋),長靴,作業着,フェイスガード

　[災害発生状況]　 

被災者は，ヘリ物輸の荷受けのため誘導者として合図を行っていた際，ヘリの風圧で後ず

さりしたところ，足元が悪く不安定であったため，バランスを崩し約20ｍ(斜距離)谷側へ

滑落した。（足を滑らせたか，躓いたか，足元が崩れたのかは記憶が残っておらず不明）
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